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滞日外国人留学生の家族の支援

ーボランティア団体 rKOKORO・NETin神戸jの活動事例一

1 .はじめに

2008年 5月現在、日本に滞在する外国人

留学生 lは、 123，829人となっており、日本

政府による 2020年までに留学生受け入れ

を 30万人にするいわゆる r30万人計画」

に基づき、更なる留学生の増加が見込まれ

ている

留学生のなかには既婚者であったり、日

本留学をきっかけとして結婚する者もいる。

多くの者が、配偶者、子供などの家族を伴

って来日、あるいは、日本での自分の生活

基盤が安定してから家族を呼び寄せている。

滞日外国人留学生が帯同する家族につい

ては、これまでいくつかの調査研究によっ

て、留学生及びその家族が抱える問題、彼

らのニーズなどが明らかにされている。そ

れらは、日本語能力の問題、就業の問題、

不適応、医療情報不足、子供の教育の問題

などである(白土、 1993;大橋、 1997;渡

部 2008など)。

留学生家族の存在を早くから認識してい

た受け入れ大学機関では、留学生配偶者を

留学生同様、サポート、ケアすべき対象と

捉え、日本語クラスを中心としたサーピス

を提供しているケースも昨今少なくない

(北海、 1996;小山・古賀、 1997;岡崎、

1999 ;佐藤、 2003;田北、 2004)。しかしな

がら、配偶者の支援を大学の正規の予算、

渡部留美(名古屋大学国際交流協力推進本部)

人員で行うことは容易ではなく、学生や地

域住民などのボランティアが関わっている

事例もみられる。ボランティアの活用につ

いては、支援を受ける側にとって有益なだ

けでなく、ボランティアがボランティア活

動によって得られる成果が期待できるなど、

双方にとってプラスの効果が働くことが実

証されており(妹尾、 2008;大坂、 2008な

ど)、肯定的な見方がある。

しかし一方で、留学生や彼らの家族のた

めのボランティア活動については、支援活

動の質・内容についての問題があり、活動

に参加しない配偶者がし、たり(渡部、2008)、

ボランティアがサポート活動より英会話に

興味を持っており困ったときに役に立たな

い(大橋、 1997)、「日本人による留学生や

家族のためのボランティア活動はごく一部

にすぎず、不十分であり、役に立たず、形

式的である (p.97) J (マーフィ重松・白土、

2001)などといった厳しい意見が出ている

ことも事実としてある。

大西 (2007) は、ボランティアの果たす

役割、留学生との相互作用など国際交流へ

の貢献度については、調査研究を行うこと

により明らかにしたり、地域と大学が連携

しニーズにあった効果的なプログラムの開

発および提供を実践することが必要となる

と述べており、これらの課題についての実
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践、研究はほとんどなされていないのが現

状である。

本稿では、筆者もボランティアとして参

加している神戸地区を中心に活動している

留学生(及び研究者、教員)の家族を支援

する目的で設立されたボランティア団体

IKOKORO-NET in神戸J'(ココロネットと略

称)を事例としてとりあげ、その成立過程、

活動内容の実際、果たしている役割、大学

との関わりなどについて紹介する。さらに、

この団体の性質・特徴を整理し、団体が抱

える課題について、運営面、組織面から指

摘しながら述べる。

2. 団体について

2， 1. 設立過程と構成員

1996年、国際交流関係の仕事に就いてお

り、留学生の家族の支援の必要性を感じて

いた神戸大学の一教員が、当時神戸大学大

学院に在籍中であった者に声をかけ、団体

設立のための準備会をスタートさせた。声

をかけられた者(現代表)の夫は当時神戸

大学の教員であり、指導学生として受け入

れる留学生が彼らの帯同する家族について

様々な問題を抱えていることを認知してい

たという。 4か月の準備期間を経て、その

年の 11月に「外国人留学生・外国人研究者

編集委員会編、 2007) を目的にココロネッ

トを発足させた。

神戸市内案内とお茶の会からスタートし

たプログラムは、参加する配偶者のニーズ

に応えながら、徐々に活動規模を拡大し、

2009年現在では、交流プログラム(カフェ)

と日本語講座の 2本柱を中心に、各自の相

談・依頼に応じるサポートなどを行ってい

る。

また立ち上げ当初 8名だったスタッフは、

20名余りまで増えた。スタッフのうち約半

数が、国際交流関係の職に就いていたり、

配偶者が大学で教員として勤務した経験を

持つ。 l名を除き全員が女性で、年齢は 50

~60 代が最も多い。スタッフ数はここ数年

20名前後と固定しているが、スタッフ自体

の入れ替わりはほとんどない。入会条件は

特に定めていないが、入会に興味のある者

は何度か参加してもらった上で、入会する

か決めてもらい、その後スタッフミーティ

ングで承認するという形をとっている。

2. 2. 参加者に対するプログラム

家族に提供しているプログラムのうち、

開催頻度の高いものが「カフェJである。

これは神戸大学内外 3か所で合わせて年間

30回あまり聞かれている。 2006年度の活動

の家族との日常的な触れあいを通して、側 記録は以下のようになっている(表 1)。日

面からの生活適応支援と相互理解をはかる 本の文化や社会について体験できる交流活

こと (p.56) J (ココロネット 10周年記念誌‘ 動で、参加者による外国文化の紹介も行わ

表12006年度「カフェ』活動報告
カフェレジデンス(神戸大学(イ カフヱキャンパス(神戸大学カフェなだ(兵庫国際交流会館)I 

場所 ンターナショナルレジデンス) キャンパス肉)

花見、歓迎会、お弁当作り、神 うちわ作り、浴衣体験、琴と花見、市内見学、料理、浴衣体

活動内容
戸空港見学、浴衣体験、生け尺八、着物体験の4回 験、工場見学、着物体験、酒造
花、お節料理、茶道、着物体験 見学など10困
など15回

参加者 138人(うち子ども38人) 67人 121人(うち子ども11人)
(延べ数) スタッフ99人 スタッフ38人 スタッフ88人

- 36 -



[学術論文] 滞日外国人留学生の家族の支援
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れている。開催場所ごとの担当者が前年度

の参加具合を見ながら年間計画をたててい

るが、家族のニーズに合わせてプログラム

を計画することもあり、「お弁当作り」は幼

稚園に通う子供をもっ配偶者から「日本人

の園児と閉じようなお弁当を作りたいJと

いった要望からできたものである。開始当

初は、インターナショナルレジデンス(神

戸大学の留学生寮)における活動のみであ

ったが、 1999年 9月からは JASSO(財団法

人日本学生支援機構)が運営する兵庫国際

交流会館、 2006年 5月からは神戸大学六甲

台キャンパスにおいてもプログラムを提供

している。

日本語講座は、来日したばかりの配偶者

にとっては、日本語を学習できる貴重な機

会である。学内外 2か所で行われており、

初級 1(入門)、初級Hが行われている。配

偶者が日本語講座に参加できない理由の一

つに、子供を預けるところがない、という

ことがしばしば挙げられるが(渡部、2008)、

どのような配偶者でも参加できるようにベ

ビーシッターサービスを提供しているのが

特徴的である。

その他の支援プログラムとして「サポー

トj がある。これは、留学生やその家族か

ら支援の依頼があったときに、可能な者が

支援を行うというものである。例えば、病

院、保健所、区役所、銀行、郵便局、学校、

幼稚園、保育園などへの付き添い、通訳、

翻訳などである。特に留学生の家庭の子供

は、保育園から小学校に通う例が多いため、

学校で配布される手紙の内容が読めなかっ

たり、日本の文化を知らないことから理解

できないこともある。家族から個別に依頼

がきた場合は、ココロネットのメーリング

リストを通じて連絡を行い、担当者を決め、

支援を行い、報告をするという形をとって

いる。また、 2002年からはココロネット主

催で年に一度、パスツアーを開催しており、

これまで奈良、姫路、淡路島、広島、京都

などに旅行に行っている。家族が楽しみに

しているイベントであり、募集後、定員が

すぐに埋まるほどの人気がある。

2. 3. その他の活動

その他の活動として、諸機関へのイベン

ト参加、諸機関への留学生家族の紹介、研

修会がある。イベント参加は、 JASSO主催

の兵庫国際交流会館で行われる文化祭への

喫茶コーナ}出庖 (2000 年~)、神戸大学

新入留学生のためのオリエンテーションで

の喫茶コーナー出庖 (2006 年~)、神戸大

学ホームカミングデーでの山口響子記念館

にて行われるお茶会の主催 (2008 年~)な

どである。いずれも毎年継続して行ってお

り、ココロネットを様々な人に知ってもら

うよい機会となっている。

諸機関への家族紹介は、阪神地区におけ

る中学校、高校が行っている国際理解教育

プログラムや自治体の国際交流プログラム

などへ講師として家族を紹介、 FMラジオ番

組のゲスト出演者として家族を紹介するこ

とである。こちらは、留学生の家族を地域

に知ってもらうという利点のほかに、家族

にとっては、地域住民との交流ができるだ

けでなく、自国の文化などを紹介すること

によって自分の存在意義の再確認や自信に

繋がる効果があると考えられる。

研修会は、他のボランティア団体を招い
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ての情報交換会、スタッフによる様々なテ

ーマの講演、留学生や留学生家族による母

国紹介などである。これらを通してボラン

ティア活動の在り方を見直したり、留学生

やその家族のニーズや背景を勉強したりし、

ココロネット側の一方的な支援活動になら

ないように努めている。

2. 4 団体の運営・方針

ココロネットは、国立大学法人神戸大学

内(個人研究室)に事務局が置かれている。

運営費はスタッフによる会費、諸国体から

の助成金や個人の寄付などによって賄われ

ている。 2006年からは神戸大学留学生セン

ターの予算から一部のプログラムに対し、

講師交通費として支援を受けている。

ココロネットの基本的スタンスとして、

「市民レベル」、「全員参加j、「日本語」の

三つが掲げられている。「市民レベル」とい

うのは、スタッフはあくまでボランティア

であり、市民として市民の視点に立った活

動を行い、サービスを提供する、という姿

勢のことである。しかしだからといって、

スタッフが専門性をもっていないわけでは

ない。日本語講座を担当するスタッフらは

日本語教師として長い経験を持ち、現役で

大学や日本語学校で教えている者であり、

カフェで行う着付け、生け花、なども心得

のあるスタッフが講師として担当している。

しかしながら、自分たちでできないものは

無理をしてまでしない、自分たちでできる

ものをできる範囲で提供する。それ以上で

も以下でもないのである。

「全員参加」というのは、文字通りスタ

ということではない。全員で意見を交換し

ながら、知恵を絞り合いながらプログラム

を作り上げたり、問題について議論をした

り、とスタッフの意見を取り入れながら納

得する形で運営を行う、という意味である。

ただ、年を経るにつれて、ニーズが増え、

2000年に入ってからは、活動日数が年間 70

"-' 1 00 日を数えるほどになった。そこで、

活動を部門化し、役割分担を明確にするこ

とにした。現在では、カフェ、日本語、サ

ポート、会計、広報、パスツアーなど部会

ごとに担当者を設けている。各部会の代表

が年に 6回スタッフミーティングで集い、

運営について議論・報告を行っているが、

そのミーティングの報告はスタッフのメー

リングリスト上で行っている。

発足当時に比べてプログラムの数は増え

ているが、スタッフの入れ替わりはほとん

どない。これについて、ココロネットの代

表は「女性がたくさん集まると、陰口をい

ったり、派閥ができたりすることがあるが、

そういったトラブルがない。グループの心

地よさがある。今のメンバーは得がたい。

すばらしいJ3と述べており、スタッフ同士

の関係のよさが退会者の少なさに繋がって

いると考えられる。また、スタッフの入会

の経緯をみてみると、他のスタッフに勧め

られたこと、スタッフ同士が以前からの知

り合いであったこと、であり、これらも活

動の継続に関係していると考えられる九さ

らに、「ココロネットで得たものは」という

問い 5に対する答えとして「日本人の友人

ができたJと回答している者が 14名中 13

名おり、「外国人の友人ができたJ(11名)、

ッフ全員が参加するというものであるが、 「外国の文化や外国人について知ることが

これは全員が強制的にプログラムに参加、 できたJ(11名)を押さえてトップである
- 38 -
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ことからも、スタッフ同士の良好な関係が

読み取れる。

「日本語」は、参加する家族に対しては

日本語でコミュニケーションをとる、とい

うのが基本的なルールとなっていることで

ある。来日当初の、日本語のできない家族

に対しては、英語や中国語のできるスタッ

フが会話をすることもある。しかし、日本

で生活していく家族にとっては、日本語が

上達しないと生活面、対人面などで支障を

きたし、それが日本における異文化不適応

にもつながりかねない。スタッフの多くが

外国での生活を経験しており、言語運用能

力がどれほど重要で不可欠なものであるか

を十分に知っており、あえて日本語を使う

ように心がけているのである。多くの留学

生の配偶者は、半年から l年くらいすると

日本語能力が向上し、なかには大学に通う

夫(妻)より流暢な場合もみられる。この

ような基本姿勢を貫いているため、当然な

がら、英語を話したい、語学の練習のため

に、という動機で入会をする者は定着しな

し、。

3. 団体が果たす役割

ココロネットが果たしている役割は、大

きく三点ある。一点目は、家族への直接的

な支援である。大学や地域自治体で提供さ

れている多くのイベント、プログラムは留

学生のみを対象としており、家族が共に参

加できるものは限定されているのが実情で

ある。また、配偶者のなかには、自分の夫

や妻が通う大学キャンパスに足を踏み入れ

たことさえない者が多い。ココロネットは、

こういった問題について対応しており(神

戸大学キャンパスツアー、家族で参加でき

るパスツアー)、大学主催では実施が困難な

部分を担っているといえる。

さらに、家族のメンタルヘルス面でも貢

献しているといえる。瀬口 (2006)は r(コ

コロネットの)さまざまな活動の展開は、

深刻な異文化不適応を起こさせないための

『予防的措置』とも言えます。夫(妻)が、

夜遅くまで大学で研究に没頭している傍ら

で、配偶者が新しい人間関係を築けないま

ま、異文化の中で孤立してしまうことを防

ぐための環境作りの一環を担っているので

す」と述べている。ココロネットへの活動

の参加により、ネットワーク形成、友人作

りなどを行ったり、自分の「居場所」を確

保できる効果があると考えられる。

二点目は、留学生の家族の地域への橋渡

しである。留学生よりも留学生家族のほう

が地域で暮らす時聞が長く、行動範囲は広

い。上述したように保育園、幼稚園、小学

校などに通う子供のいる家族の支援を行っ

たり、他の国際交流関係のプログラムへの

紹介、また、スーパーマーケット、病院な

どの施設訪問をすることで地域に外国人の

存在を知らせ、外国人が地域で暮らしてい

くなかでどのような点において不便を感じ

ているのか、困っているのかについて知っ

てもらう機会を提供している。このような

活動を通じて、地域において外国人を受け

入れやすい環境の整備や、地域住民の国

際・多文化理解に繋がると考えられる。コ

コロネットの活動の地道な努力は地域で認

められ、 2002年には、ウィメンズ・フエロ

ーシップ2002rシャルレ女性奨励賞ファイ

ナリスト表彰」、 2004年には、神戸市社会
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福祉協議会「理事長表彰」、 2009年にはコ

ープこうべ虹の賞「功労賞」などを受賞し

ている。

三点目は、大学国際化への貢献である。

『神戸大学「国際的な連携および交流活動」

評価報告書~ (大学評価・学位授与機構編、

2004)において、「教育・学生交流Jと「外

国人留学生等の生活支援Jの両分野で、コ

'コロネットは地域ボランティアとして高い

評価を受けた。ココロネット設立当初は、

日本語講座の教室や資金援助について神戸

大学からの援助は困難であったが、数年前

からは、これらの提供を受けられることに

なり、最近では大学から活動の依頼があり、

互いに協力しながら大学の国際化推進に貢

献している。 2009年 10月 31日には、神戸

大学学長からココロネットの活動について

感謝状の盾が贈られるなど、神戸大学では

ココロネットの活動が認知され始めている。

4. 団体が抱える課題

最後に、ココロネットが抱える問題、課

題について述べる。

4. 1. 運営上の課題

スタッフに対して実施したアンケート 6

のなかで、ココロネットの運営面の課題に

ついて聞いた質問では、以下のような回答

結果が出ている(表 2)。

表2 ココロネット運営上の課題(N=14.複数回答)
項目 人数

|資金面 12 
人材(メンバーの確保) 7 
大学との関係(認知、連携) 7 
プログラムの充実(内容、場所、回数等) 5 
会員のスキルアップ(研修開催、語学能力等) 5 
プロ~.ラムの広報(ポスター、 HP) 4 
参加者のフォロー 4 
会員聞の連携 2 

最も多かった資金面であるが、これは既

述したように、ココロネットの運営は、会

員の会費(年会費 2000円)、助成金、寄付

金で賄われている。ほとんどのプログラム

は無料で提供しており、参加費をとるプロ

グラムについても、日本語講座では教材費

として半年間に 1000円、カフェの生け花の

場合は 300円など、参加者がわずかな費用

で参加できるよう、ココロネットがそれ以

外に係る経費を負担する形をとっている。

現在はスタッフの交通費は全額支給されて

いるが、以前は、支給が半額であったほど

である。毎年安定した財源を確保すること

は、大きな課題となっている。財団などか

らの助成金は、ココロネットの代表が、助

成金の募集を見つけてきでは申請をしてい

るが、「当たればラッキーJという状態であ

る。年に一度のパスツアーについても、参

加費を廉価に設定しているため、助成金が

当たらなければ開催は中止となる。 2009年

度は前年度にどこからも助成を受けること

ができず、中止となった。

人材についても課題の一つである。年を

経るごとに、ニーズが糟加し、プログラム

も増えてきた。これまで、メンバーの入れ

替わりが少なかったことは、スタッフ聞の

連携の強化、「阿昨の呼吸Jで活動が実施可

能という効果を生んできたといえるが、同

時にそれは「高齢化J、「後継者不足」、そこ

から派生する種々の問題の発生という結果

をもたらした。スタッフの多くは、子育て

の終わった世代であるが、親の介護、配偶

者の看護、子供の就職、など新たな問題が

発生する時期でもある。また、発足当時か

ら 10年を経ると自分自身の体力などにも

限界を感じることもある。このような状態
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で20名余りいるスタッフの何人かが、中長

期間活動を休む事態が起こっている。そう

なると、他のスタッフに負担がかかってし

まう恐れがあり、活動の縮小、一部プログ

ラムの中止とならざるを得ない。上述した

パスツアーは、財源だけでなく、この担当

になるスタッフの負担 7があまりにも大き

いため、他の担当と掛け持ちをするのは難

しく、中止となった要因の一つである。さ

らに、日本語講座で福っていたベビーシツ

ターについても、参加者が子供を連れてく

るかこないか毎回予測が不可能であり、そ

のために、時聞を割いて準備することが大

きな負担となることから、今年度からベビ

ーシッターは「要相談」という形に変更を

し、カフェについても年間開催数を減らす

こととした。

スタッフの数については、「たくさんいて

もしょうがないJ、「できるときにできる形

で参加できるようなのでいいJというスタ

ッフの意見もある B。ココロネットはそのと

きにできることを考えながら活動をすると

いう「市民レベルJのボランティアである

ものの、毎年パスツアーを楽しみにしてい

る参加者のことやスタッフの活動貢献率に

よって年間計画が毎回変更してしまうこと

を考えると頭の痛い問題ではある。

4. 2. 組織上の課題

阪神大震災が発生した 1995年は、多くの

ボランティア団体が発足・活躍し、ボラン

ティアに対する関心の高まった「ボランテ

イア元年Jであり、ココロネットがその翌

年発足したのも、偶然ではなく必然・当然

であったのかもしれない。震災救援活動で

は、多数のボランティア団体がネットワー

クを通じて行政との連携を試みた(立木、

1997)。ボランティア団体(インフォーマル

組織)と行政(フォーマル組織)との連携

は、ボランティア活動の実行にはある意味

不可欠である。それは、ボランティア団体

は、行政から必要な情報の提供を受けるこ

とが必須で、あり、行政にとっては、ボラン

ティアに頼らなければできない活動も多々

あるからである。

ココロネットに置き換えてみると、フォ

ーマル組織に当たるものが大学機関であろ

う。ココロネットは大学から留学生の家族

についての情報や活動場所、資金の提供を

受け、広報も行ってもらっている。大学は

大学独自の予算や人材では賄えない部分の

活動をココロネットに委託し、大学国際化

に貢献してもらっている。どちらが欠けて

も実施は不可能となり、強固なネットワー

ク、連携が必要である。

ところが、フォーマル組織とインフォー

マル組織は、両者の組織論理の相違により

往々にして緊張関係に陥ることがあるとい

う。つまり、両組織があまりにも密着しす

ぎると、フォーマル組織がインフォーマル

組織を取り込んだり、排斥したり、あるい

は、両者聞の決定的な衝突が起こりかねな

い(立木、 1997)。立木はこれを「山嵐のジ

レンマj と呼んでいるが、ココロネットと

大学の関係、も一時そういった事態に陥った

ことがあった。それは、既述した『神戸大

学「国際的な連携および交流活動」評価報

告書』のところに、ココロネットの活動の

紹介と評価が掲載されたことに端を発した。

その当時は、大学から交通費などの援助が
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なされておらず、大学からはココロネット

の活動がそれほど理解されていなかった時

期であった。にもかかわらず、そのような

報告書に掲載されたことに対し、一部のス

タッフからは「無断でココロネットの活動

を掲載した」、「私たちの活動が大学のいい

ように使われている」といった批判が飛び

出し、大学から距離を置くために NPO法人

化することが提案された。最終的に、 NPO

法人化の実現が困難なこと、同時期に大学

からココロネットの活動に評価が出始めた

こともあり、法人化は行わず、これまでど

おり大学と連携していくことで決着した。

しかし、アンケート結果にも表れている通

り、大学との連携については現在も課題で

あると多くのスタッフが感じているようで

ある。

それではインフォーマル組織としての意

識がスタッフ間でどうなっているのか、に

ついては、個々の思いはそれぞれであると

推察される。それが表面化したのは 2007

年に発行した 10周年記念誌作成について

の議論を行ったときであった。 10周年記念

事業として、またココロネットの活動につ

いて広く知ってもらうため、一部のスタッ

フが記念誌作成を提案したところ、ほとん

どのスタッフから反対意見が出された。代

表は当時のことを「スタッフのなかには、

ているJと述べた。スタッフのボランティ

アに対する考えや思いは様々であろうと推

察されるが、これについては更なる調査が

必要である。

5. おわりに

以上、神戸地区を中心に活動している国

際交流関係のボランティア団体を取り上げ、

その歴史、活動内容、役割などについて紹

介し、最後に団体がもっ課題について述べ

た。日本政府による留学生受け入れ政策の

変遷、留学生の増加・多様化、大学の国際

化などに伴い、留学生の家族を取り巻く状

況は変化してきている。それに従い、家族

への支援内容、方法も彼らのニーズに合わ

せて対応しなければならないのは当然であ

る。いずれにせよ、ココロネットのような

ボランティア団体の活動は、大学が「ソフ

ト面や制度の隙間など、大学として『でき

ない部分JI(p.13)J (瀬口、 2007)を埋めて

いくために今後ますます必要となってくる

だろう。それをフォーマル組織として連

携・支援していく大学機関が、留学生施策

を立てていくなかで、ボランティア組織の

実態、ボランティア個々の思いを知ること

は重要であると考える。

PRするために活動しているわけではない、 (注)

対象が喜んでくればそれでいいのではない

か、と考えている人がいる。現場で満足し

ているのか。今まで以上に仕事が増える、

忙:しくなる、と思ったからかJと語ーった

また、記念誌の編集に携わったスタッフの

一人は、「実際は手伝ったが今でも『もっと

1 .ここでいう留学生とは、「出入国管理及び難民
認定法」別表第 1に定める I留学」の在留資格
(~ 、わゆる「留学ピザJ)により、日本の大学(大
学院を含む)、短期大学、高等専門学校、専修学
校(専門課程)及び我が国の大学に入学するた
めの準備教育課程を設置する教育施設において
教育を受ける外国人学生をいう。)
2. URL: 
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouiku_kon 
dan/matome.pdf 
3. 2008年 4月に行ったインタビューより

他にしないといけないことがある』と思つ 4. 2006年 11月に行ったスタッフへのアンケー
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トより
5. 4に同じ
6. 4に同じ
7. 当日だけでなく、下見、パス会社との交渉、
訪問先でのボランティアの交渉など事前の準備
作業が膨大にある。
8. 2008年 4月に行ったスタッフ 2名のインタビ
ューより

9. 3に同じ
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